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挿図 19 石造知来立像 インド・パーラ朝
(9世紀末) ピハ-)レ州出土
カルカ ッタ・インド博物館
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































挿図 27 版本『大方贋悌華厳経 (八十巻本)J巻第一 ・見返絵
宋 ・淳化年間 (990-994) 台北 ・国立故宮博物院
が
九
二
0
1
九
三
0
年
代
に
高
麗
に
投
降
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
一
帯
の
彫
刻
匠
人
た
ち
が
、
高
麗
地
域
、
な
か
で
も
地
理
的
に
近
く
関
連
の
深
い
忠
北
地
域
の
忠
州
・
塊
山
一
帯
に
移
っ
て
活
動
し
た
可
能
性
を
考
え
て
み
た
。
と
く
に
当
時
有
力
な
豪
族
で
あ
っ
た
忠
州
劉
氏
の
勢
力
圏
で
活
動
し
た
こ
れ
ら
の
匠
人
た
ち
が
、
開
泰
寺
三
尊
仏
像
の
造
立
に
投
入
さ
れ
、
慶
北
北
部
や
忠
北
地
域
に
見
ら
れ
る
石
仏
様
式
が
開
泰
寺
三
尊
仏
像
に
も
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
開
泰
寺
三
尊
仏
像
の
様
式
と
形
式
の
問
題
に
お
い
て
は
、
外
来
様
式
の
伝
来
と
受
容
の
可
能
性
を
提
起
し
た
。
開
泰
寺
三
尊
仏
像
は
中
尊
像
や
脇
侍
菩
薩
像
に
イ
ン
ド
・
パ
l
ラ
朝
時
代
の
彫
刻
と
比
較
さ
れ
る
部
分
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
麗
を
訪
れ
た
イ
ン
ド
僧
や
、
中
国
か
ら
の
帰
国
僧
た
ち
を
通
し
て
新
し
い
パ
l
ラ
様
式
の
仏
像
が
国
内
に
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
中
尊
像
の
偏
祖
右
肩
に
着
衣
す
る
立
像
の
形
式
や
、
正
面
を
見
な
が
ら
微
笑
す
る
顔
つ
き
、
脇
侍
菩
薩
像
に
認
め
ら
れ
る
細
部
の
表
現
に
異
国
的
な
要
素
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
図
像
の
問
題
は
開
泰
寺
中
尊
像
を
理
解
す
る
の
に
た
い
へ
ん
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
開
泰
寺
中
尊
像
は
華
厳
宗
寺
院
の
主
尊
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
毘
慮
舎
那
仏
と
解
さ
れ
る
が
、
新
羅
下
代
の
毘
慮
舎
那
仏
像
に
広
く
あ
ら
わ
さ
れ
る
智
拳
印
の
手
印
を
結
ば
な
い
こ
と
か
ら
、
海
印
寺
の
よ
う
な
高
麗
華
厳
宗
寺
院
で
礼
拝
さ
れ
て
い
た
、
「
七
処
九
八
十
華
厳
の
会
華
厳
経
変
相
図
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
毘
慮
舎
那
仏
の
図
像
に
し
た
が
っ
て
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
定
し
た
。
+主(
1
)
『
高
麗
史
』
世
家
・
巻
第
二
、
太
祖
十
九
年
条
。
(
2
)
文
明
大
「
開
泰
寺
石
丈
六
三
尊
仏
立
像
、
判
研
究
一
毘
慮
舎
那
丈
六
三
尊
仏
像
斗
社
電
許
叶
」
『
美
術
資
料
』
二
九
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
、
一
九
八
一
年
十
二
月
、
三
頁
。
金
甲
童
「
後
三
国
斗
開
泰
寺
、
ユ
、
司
五
王
建
」
『
開
泰
寺
社
」
論
山
市
・
公
州
大
学
校
博
物
館
、
二
O
O
二
年
、
三
七
頁
参
照
。
(
3
)
こ
の
発
願
文
の
要
約
は
「
新
増
東
園
輿
地
勝
覧
』
巻
一
八
「
連
梁
県
仏
字
条
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
原
文
は
崖
濯
の
『
東
人
之
文
四
六
』
巻
八
に
収
録
さ
れ
、
近
年
こ
れ
に
つ
い
て
の
研
究
と
解
釈
が
発
表
さ
れ
て
い
る
(
「
神
聖
王
親
製
開
泰
寺
華
厳
法
会
疏
」
『
東
人
之
丈
四
六
」
巻
八
・
仏
疏
〈
「
高
麗
名
賢
集
』
五
成
均
館
大
学
校
大
東
文
化
研
究
所
、
一
九
八
O
年
、
八
九
1
九
一
頁〉)。梁
銀
容
「
高
麗
太
祖
親
製
『
開
泰
寺
華
厳
法
会
疏
』
司
研
究
」
『
伽
山
李
智
冠
人
一
言
回
甲
紀
年
論
文
集
韓
閤
悌
教
文
化
思
想
史
』
八
O
九
i
八
二
二
頁
。
(
4
)
「
高
麗
史
』
巻
四
十
・
恭
慰
王
世
家
十
一
年
八
月
庚
成
。
同
十
二
年
一
月
壬
寅
。
ス
ギ
(
5
)
『
高
麗
史
』
恭
譲
王
世
家
三
年
五
月
辛
卯
。
こ
の
他
に
も
開
泰
寺
僧
守
基
が
大
蔵
経
を
校
正
しチン
た
り
(
崖
滋
『
補
閑
集
』
巻
下
)
、
高
麗
粛
宗
(
在
位
一
O
九
五
i
一
O
五
)
の
第
四
子
・
澄
憶
が
開
泰
寺
の
住
持
を
受
け
た
と
い
う
記
事
が
認
め
ら
れ
る
(
韓
其
決
「
高
麗
寺
院
司
構
造
斗
機
能
」
民
族
社
、
一
九
九
八
年
、
一
五
二
頁
参
照
)
。
(6)
『
高
麗
史
』
巻
百
三
十
三
・
踊
王
伝
、
調
王
二
年
七
月
。
「
高
麗
史
」
巻
百
十
二
・
崖
埜
伝
。
(
7
)
「
開
泰
寺
在
天
護
山
有
高
麗
太
祖
国
県
殿
」
「
新
増
東
闘
奥
地
勝
覧
』
巻
十
八
「
連
山
県
仏
宇
」
久
木
。
(8)
開
泰
寺
塔
は
現
存
で
最
大
の
規
模
を
持
つ
も
の
で
、
湖
巌
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
盤
子
(
金
鼓
)
は
韓
国
国
立
扶
余
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
開
泰
寺
石
造
三
尊
仏
立
像
の
研
究
(9
)
ヂ
武
畑
「
三
尊
石
仏
殿
創
建
基
壇
調
査
報
告
」
『
百
済
研
究
』
研
究
所
、
一
九
八
六
年
、
三
O
七
1
三
三
七
頁
。
(叩
)
註
9
の
手
武
嫡
前
掲
論
文
。
論
山
郡
開
泰
寺
祉
発
掘
調
査
団
編
「
論
山
開
泰
寺
社
発
掘
調
査
略
報
告
」
一
九
九
O
年
。
李
康
承
「
開
泰
寺
』
一
忠
南
大
学
校
博
物
館
、
一
九
九
三
年
。
公
州
大
学
校
博
物
館
・
論
山
市
編
『
開
泰
寺
社
』
二
O
O
二
年
。
(日
)
註
2
の
文
明
大
前
掲
論
文
、
一
i
二
頁
。
金
春
賓
「
忠
南
連
山
開
泰
寺
石
造
三
尊
仏
老
(
本
尊
像
斗
右
脇
侍
菩
薩
像
、
叶
後
代
、
判
模
作
蛍
可
能
性
叶
叫
卦
叶
」
『
百
済
研
究
」
一二
忠
南
大
学
校
百
済
文
化
研
究
所
、
一
九
九
O
年
、
三
二
一
i
三
四
七
頁
。
(ロ
)
こ
れ
は
こ
の
時
、
国
家
の
寺
院
政
策
の
構
図
が
ひ
と
ま
ず
確
立
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
当
時
の
寺
院
は
宮
城
の
横
に
位
置
し
て
お
り
、
い
ま
だ
制
度
的
に
完
成
さ
れ
て
い
な
い
宮
城
を
補
完
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
朴
鍾
進
「
高
麗
時
期
間
京
萱
斗
位
置
斗
機
能
」
『
歴
史
斗
現
賓
』
三
八
二
0
0
0
年
十
二
月
、
七
一
i
七
三
頁
参
照
)
。
(日
)
註
5
の
韓
其
決
前
掲
書
三
五
頁
。
黄
仁
套
「
高
麗
樽
補
寺
社
斗
設
定
斗
寺
荘
運
営
」
『
東
園
歴
史
教
育
」
六
東
国
歴
史
教
育
会
、
一
九
八
八
年
、
五
八
i
五
九
頁
参
照
。
恭
譲
王
に
献
じ
ら
れ
た
前
典
医
副
正
金
瑛
上
書
文
に
「
太
祖
が
国
を
建
て
、
山
水
の
順
逆
を
観
て
地
脈
の
続
断
を
調
べ
、
寺
院
を
創
建
し
仏
像
を
つ
く
り
、
民
に
田
を
与
え
、
福
を
祈
り
災
を
退
け
た
。
(
中
略
)
聖
祖
の
弘
願
に
随
順
し
、
仏
寺
を
重
営
し
て
田
丁
を
加
給
し
、
仏
教
を
興
し
」
た
と
の
内
容
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、
太
祖
が
神
補
寺
社
を
指
定
し
、
有
司
に
命
じ
て
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に
寺
を
建
て
、
田
土
を
置
い
て
運
用
し
、
祥
福
を
祈
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
(
「
高
麗
史
』
巻
四
十
六
・
恭
譲
王
世
家
三
年
六
月
丙
辰
、
前
典
医
副
正
金
瑛
上
書
文
条
。
『
高
麗
史
節
要
』
巻
三
十
五
・
恭
譲
玉
三
年
六
月
条
。
註
臼
の
黄
仁
室
前
掲
論
文
、
六
五
i
六
六
頁
)
。
ヨ
ン
ム
〆
サ
ボ
ン
ノ
ン
サ
ハ
プ
チ
ヨ
ン
(M
)
櫨
泉
・
龍
門
寺
、
金
山
・
直
指
寺
、
清
道
・
奉
聖
寺
、
峡
川
・
海
印
寺
な
ど
は
、
慶
州
を
取
り
巻
く
高
麗
と
後
百
済
の
衝
突
地
域
で
あ
る
。
太
祖
の
統
一
戦
争
で
は
寺
院
の
抱
き
込
み
と
そ
の
助
勢
が
勝
敗
を
決
定
づ
け
る
役
割
を
果
た
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
寺
院
は
後
日
、
高
麗
朝
廷
よ
り
財
政
的
な
報
答
を
受
け
た
こ
と
が
、
寺
誌
に
記
さ
れ
て
い
る
(
註
5
の
韓
其
決
前
掲
書
、
三
一
1
三
二
頁
)
。
(日
)
後
三
国
統
一
の
の
ち
、
開
泰
寺
完
成
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
塔
碑
で
現
存
す
る
も
の
は
次
の
六
基
ヘ
ジ
ユ
ク
ワ
ン
ジ
ヨ
サ
ジ
ン
チ
ヨ
ル
ケ
プ
ノ
ソ
ウ
ノ
サ
リ
ヨ
オ
で
あ
る
。
海
州
慶
照
寺
虞
激
大
師
碑
(
九
三
七
年
銘
)
、
開
豊
郡
瑞
雲
寺
了
悟
和
尚
碑
(
九
三
七
ヤ
シ
ピ
ヨ
ン
ポ
リ
サ
デ
ギ
ヨ
ン
ヨ
ン
プ
ン
ピ
ロ
ア
ム
ジ
ン
ゴ
ン
年
銘
)
、
揚
平
菩
提
寺
大
鏡
大
師
碑
(
九
三
九
年
銘
)
、
柴
豊
見
慮
庵
異
空
大
師
碑
(
九
三
九
年
ミ
ヨ
ン
ジ
ユ
ン
ジ
ヤ
ン
ナ
ン
ゴ
ン
ウ
ォ
ン
ジ
ユ
フ
ン
ポ
プ
サ
銘
)
、
漠
州
地
蔵
禅
院
朗
空
大
師
碑
(
九
四
O
年
銘
)
、
原
州
興
法
寺
異
空
大
師
碑
(
九
四
O
年
銘
)
。
(
日
)
註
5
の
韓
其
決
前
掲
書
、
五
O
頁
。
(げ
)
甑
萱
が
死
ん
だ
黄
山
の
仏
寺
が
、
開
泰
寺
以
外
の
別
の
寺
で
あ
る
可
能
性
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
一
七
忠
南
大
学
校
百
済
文
化
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四
美
術
耳
H
川
γれ
u
F
Ji、
Eコ
す
五
'7'c: 
プじ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
金
正
浩
の
「
大
東
地
誌
』
「
連
山
郡
山
川
」
条
の
よ
う
に
開
泰
寺
の
前
身
と
な
っ
た
寺
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
「
東
史
綱
目
』
に
甑
萱
の
「
黄
山
仏
寺
」
が
連
山
の
東
に
五
里
の
地
点
と
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
寺
が
開
泰
寺
で
あ
る
と
い
う
推
測
に
通
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
註
2
の
金
甲
童
前
掲
書
、
四
三
頁
。
ヰ
ア
龍
嚇
「
高
麗
時
代
司
仏
教
斗
開
泰
寺
」
前
掲
「
同
書
』
五
五
頁
。
『
東
史
綱
目
』
第
六
上
・
太
祖
十
九
年
秋
九
月
)
。
(
時
)
神
聖
王
親
製
「
開
泰
寺
華
厳
法
会
疏
」
の
原
文
当
該
部
を
示
し
て
お
く
と
以
下
の
通
り
。
願
以
鞍
門
所
在
許
開
鹿
野
之
基
答
悌
聖
之
維
持
酬
山
霊
之
賛
助
特
命
司
局
創
造
蓮
宮
今
己
就
園
一
新
賓
利
仰
承
天
佑
怖
荷
神
功
宜
黒
字
克
清
邦
家
寧
泰
故
乃
以
天
護
為
山
競
以
開
泰
為
寺
名
今
軒
廊
周
匝
殿
宇
凌
層
高
田
壁
峯
轡
堪
作
経
行
之
地
千
株
松
相
足
為
宴
坐
之
場
永
為
華
厳
之
招
提
鎮
作
克
柄
拘
之
淵
薮
昨
請
華
厳
名
稗
輪
言
承
淡
二
大
徳
住
持
方
臨
玄
律
始
啓
法
娃
講
華
厳
而
演
金
文
請
輪
言
而
操
玉
柄
贋
逝
龍
象
高
置
竣
祝
幡
瞳
揺
腕
於
晴
空
党
唄
請
銅
於
碧
落
」
(
註
3
の
崖
渥
前
掲
書
、
九
O
頁
。
な
ら
び
に
梁
銀
容
前
掲
論
文
、
八
一
六
頁
参
照
)
こ
の
「
開
泰
寺
華
厳
法
会
疏
」
に
描
写
さ
れ
た
開
泰
寺
の
様
子
の
う
ち
、
高
層
の
建
物
に
欄
干
と
回
廊
を
め
ぐ
ら
せ
、
幡
や
瞳
で
装
飾
し
、
党
唄
(
撃
明
)
が
風
に
乗
っ
て
流
れ
る
情
景
は
、
『
華
厳
経
』
「
入
法
界
品
」
で
弥
勤
菩
薩
が
善
財
童
子
に
開
い
て
見
せ
た
毘
慮
舎
那
仏
の
楼
閣
を
連
想
さ
せ
る
(
『
大
方
贋
悌
華
厳
経
」
第
四
九
巻
・
入
法
界
品
二
O
〈
八
十
巻
本
『
華
厳
経
』
三
東
国
訳
経
院
、
一
九
八
五
年
、
五
O
七
頁
〉
。
『
大
方
慶
悌
華
厳
経
』
第
三
七
巻
六
〈
四
十
巻
本
『
華
厳
経
』
東
国
訳
経
院
、
一
九
八
四
年
、
五
五
五
1
五
五
六
頁
〉
)
。
(
問
)
文
明
大
教
授
は
、
開
泰
寺
が
華
厳
宗
寺
院
で
あ
り
、
現
存
す
る
石
造
三
尊
仏
が
毘
慮
舎
那
三
尊
仏
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
る
(
註
2
の
文
明
大
前
掲
論
文
、
九
1
一
O
頁
)
。
(
却
)
羅
末
麗
初
の
華
厳
神
衆
信
仰
に
つ
い
て
は
、
南
東
信
「
羅
末
麗
初
華
巌
宗
団
斗
釘
鷹
斗
《
(
華
巌
)
神
衆
経
V
4
成
立
」
『
外
大
史
皐
』
五
韓
国
外
国
語
学
校
、
一
九
九
三
年
七
月
、
一
四
三
i
一
七
回
頁
を
参
照
。
(
幻
)
こ
の
浮
彫
四
天
王
像
の
正
確
な
用
途
は
わ
か
ら
な
い
が
、
建
物
内
部
に
奉
安
さ
れ
た
ら
し
く
、
雲
門
寺
が
創
建
さ
れ
た
九
三
0
1
九
四
O
年
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
浮
彫
四
天
王
像
は
、
禅
宗
寺
院
に
も
四
天
王
像
を
特
別
に
奉
安
し
た
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。
王
建
は
賓
壌
禅
師
が
寺
を
つ
く
る
と
聞
い
て
、
五
岬
の
田
地
五
百
結
を
併
せ
て
寺
に
献
納
し
、
清
泰
四
年
(
九
三
七
。
清
泰
は
三
年
間
の
み
使
わ
れ
た
年
号
)
丁
酉
に
雲
門
禅
寺
の
額
を
賜
っ
た
(
『
三
園
遣
事
』
巻
四
・
義
解
五
「
賓
譲
梨
木
」
条
)
。
(
辺
)
「
新
増
東
園
輿
地
勝
覧
』
巻
四
七
「
准
陽
都
護
府
」
仏
宇
条
。
こ
の
話
は
高
麗
時
代
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
二
二
O
七
年
に
描
か
れ
た
魯
英
筆
「
金
剛
山
図
」
の
拝
帖
の
箇
所
に
「太
祖
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
(
文
明
大
「
魯
英
司
阿
弥
陀
・
地
蔵
仏
画
叶
叫
を
考
察
」
四
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『
美
術
資
料
』
二
五
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
、
一
九
七
九
年
、
五
二
頁
参
照
)
。
(お
)
仏
殿
の
創
建
当
時
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
註
9
の
手
武
嫡
前
掲
論
文
、
三
一
五
1
=
二
六
頁
を
参
照
口
(M
)
こ
の
う
ち
開
泰
寺
跡
に
は
石
築
の
施
設
が
残
っ
て
お
り
、
大
型
の
盤
子
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
の
開
泰
寺
境
内
に
あ
る
石
塔
も
こ
こ
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
箇
所
の
遺
跡
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
確
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
註
9
の
手
武
伺
前
掲
論
文
、
三
O
九
頁
。
李
南
興
・
李
賢
淑
「
開
泰
寺
社
現
況
」
〈
註
2
の
前
掲
『
開
泰
寺
社
」
二
三
l
一
三
三
頁
〉
)
。
(お
)
こ
の
た
め
、
三
尊
仏
像
の
う
ち
左
脇
侍
菩
薩
像
が
当
初
像
で
、
中
尊
像
と
右
脇
侍
菩
薩
像
は
後
代
の
制
作
と
す
る
意
見
も
提
起
さ
れ
て
い
る
(
註
日
の
金
春
賓
前
掲
論
文
)
。
し
か
し
、
開
泰
寺
三
尊
仏
像
は
様
式
的
に
同
一
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
寺
院
跡
の
発
掘
に
よ
っ
て
三
尊
仏
像
が
安
置
当
初
の
位
置
を
動
い
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
左
脇
侍
菩
薩
像
だ
け
が
創
建
当
初
で
あ
る
と
い
う
な
ら
ば
、
残
り
の
当
初
像
の
痕
跡
が
な
ぜ
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
石
造
三
尊
像
の
場
合
、
左
右
対
称
に
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
彫
刻
技
法
で
差
異
が
出
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
作
品
の
真
偽
を
論
じ
る
に
は
慎
重
を
期
す
る
べ
き
だ
と
恩
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
文
明
大
「
高
麗
・
朝
鮮
時
代
彫
刻
史
論
」
『
韓
園
側
像
彫
刻
四
三
昧
斗
平
淡
味
』
芸
耕
、
二
O
O
三
年
、
三
一
頁
を
参
照
。
(お
)
鄭
思
雨
「
高
麗
初
期
宝
慶
寺
塑
造
毘
慮
舎
那
三
尊
仏
像
、
判
一
考
察
」
「
文
化
財
』
二
六
韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
九
三
年
、
八
九
i
一
一
五
頁
参
照
。
(幻
)
崖
聖
銀
「
後
百
済
地
域
仏
教
彫
刻
研
究
」
『
美
術
史
皐
研
究
』
二
O
四
韓
国
美
術
史
学
会
、
一
九
九
四
年
。
同
「
羅
末
麗
初
中
部
地
域
石
仏
彫
刻
叶
叫
巷
考
察
」
『
歴
史
斗
現
賓
』
四
四
韓
国
歴
史
研
究
会
、
二
O
O
二
年
六
月
、
二
九
1
六
回
頁
。
同
「
高
麗
前
期
中
部
地
域
判
石
仏
離
刻
」
『
美
術
資
料
』
六
七
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
、
二
O
O
三
年
、
三
五
1
六
二
頁
参
照
(
お
)
こ
の
点
は
文
明
大
教
授
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
註
2
の
文
明
大
前
掲
論
文
、
八
頁
参
昭
…
)
。
(
m
m
)
顎
に
縦
に
溝
を
刻
む
の
は
、
も
と
は
仏
像
の
顎
の
中
央
に
多
少
の
丸
み
を
つ
け
て
彫
刻
し
、
立
体
感
を
も
た
せ
る
技
法
で
あ
っ
た
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
縦
線
へ
と
形
式
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
高
麗
初
期
の
金
銅
仏
に
も
顎
の
中
央
に
縦
に
溝
を
彫
る
例
が
見
出
さ
れ
る
(
鄭
恩
雨
「
高
麗
前
期
金
銅
菩
薩
像
、
判
研
究
」
「
美
術
史
皐
研
究
』
一
一
八
・
二
二
九
二
0
0
0
年
十
二
月
、
九
頁
)
。
(却
)
「
朝
鮮
金
石
線
覧
』
上
朝
鮮
総
督
府
、
究
会
編
「
畳
淵
寺
通
一
大
師
塔
碑
」
『
訳
註
二
三
七
i
二
五
O
頁。
一
九
一
九
年
、
二
一
五
i
二
二
三
頁
。
韓
国
歴
史
研
羅
末
麗
初
金
石
文
』
上
ヘ
ア
ン
、
一
九
九
六
年
、
「
高
麗
史
』
世
家
二
・
光
宗
二。
チ
エ
チ
ヨ
ン
竹
嶺
ル
l
ト
で
は
安
東
か
ら
築
州
、
豊
基
、
竹
嶺
、
丹
陽
、
堤
川
か
ら
原
州
へ
、
鶏
立
嶺
ル
ー
ト
で
は
酷
泉
か
ら
聞
慶
、
鶏
立
嶺
か
ら
忠
州
と
い
っ
た
地
域
が
結
ぼ
れ
る
(
徐
築
一
『
新
羅
陸
上
交
通
路
研
究
』
学
研
文
化
社
、
一
九
九
九
年
、
五
四
頁
、
一
九
三
頁
、
二
O
四
頁
参
照
)
。
(お
)
「
境
清
禅
院
慈
寂
禅
師
凌
雲
塔
碑
」
『
訳
註
羅
末
麗
初
金
石
文
』
下
ヘ
ア
ン
、
一
九
九
六
年、
二
二
三
1
二
二
四
頁
。
(M
)
善
弼
の
高
麗
へ
の
帰
附
は
、
新
羅
北
部
地
域
で
後
百
済
と
対
峠
し
て
い
た
高
麗
に
と
っ
て
は
快
挙
以
外
の
何
者
で
も
な
か
っ
た
。
慶
北
一
帯
の
豪
族
た
ち
の
中
で
、
下
枝
城
(
安
東
豊
山
面
)
将
ウ
ォ
ン
ポ
ン
ザ
ン
ポ
ソ
ン
ホ
ン
ス
ル
軍
・
元
逢
や
、
異
賓
城
(
青
松
郡
異
賓
面
)
将
軍
・
洪
述
な
ど
は
す
で
に
太
祖
五
年
(
九
二
二
)
キ
ヨ
ン
サ
ン
プ
ノ
ン
ジ
ユ
ヤ
ン
ム
ン
に
帰
附
し
て
お
り
、
翌
年
に
は
京
山
府
(星
州
)
将
軍
・
良
文
が
、
太
祖
八
年
(
九
二
五
)
に
ウ
ル
プ
ヨ
/
チ
ヨ
ン
ヌ
ノ
ム
ン
ウ
イ
ソ
ン
プ
は
高
奮
府
(永
川
)
将
軍
・
能
文
な
ど
が
投
降
し
て
き
た
。
し
か
し
、
太
祖
十
二
年
の
義
城
府
の
戦
い
で
、
義
城
城
主
で
あ
っ
た
洪
述
が
戦
死
し
、
順
州
(
安
東
)
将
軍
・
元
逢
が
瓢
萱
に
ふ
た
た
び
降
る
な
ど
、
新
羅
北
部
地
域
で
高
麗
は
苦
戦
の
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
善
弼
の
帰
属
は
た
い
へ
ん
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
(
『
三
国
史
記
」
巻
二
一
・
景
明
王
六
年
正
月
条
、
同
七
年
七
月
条
、
景
哀
王
二
年
十
月
条
、
敬
順
王
三
年
七
月
条
、
同
四
年
正
月
条
。
「
高
麗
史
節
要
』
巻
一
・
太
祖
十
三
年
春
正
月
条
)
。
(お
)
善
弼
が
帰
附
す
る
と
、
王
建
は
彼
が
功
多
く
年
長
で
あ
る
と
し
て
、
尚
父
と
呼
ぶ
な
ど
特
別
に
コ
チ
ヤ
ノ
グ
ン
礼
遇
し
た
。
ま
た
、
そ
の
帰
附
に
助
け
ら
れ
て
、
直
後
に
お
こ
っ
た
古
昌
郡
(
安
東
)
の
戦
い
で
高
麗
が
圧
勝
を
お
さ
め
、
近
隣
の
安
東
・
青
松
一
帯
の
三
十
余
郡
県
が
高
麗
に
帰
附
し
た
(『三
園
史
記
』
巻
二
一
・
敬
順
王
四
年
正
月
条
。
『
高
麗
史
節
要
』
巻
一
・
太
祖
十
三
年
春
正
月
条)。
(お
)
大
師
は
入
寂
す
る
以
前
に
小
伯
山
寺
(見
慮
寺
)
に
七
、
八
年
止
住
し
た
と
い
い
、
こ
の
こ
と
か
ら
彼
が
善
弼
将
軍
を
壇
越
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
お
お
よ
そ
善
弼
の
高
麗
帰
附
を
前
後
す
る
時
期
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
(『
高
麗
史
」
太
祖
世
家
八
年
冬
十
月
己
巳
。
韓
国
歴
史
研
究
会
編
「
豊
基
毘
虚
庵
異
空
大
師
普
法
塔
碑
」
〈
註
お
の
前
掲
『
訳
註
羅
末
麗
初
金
石
文
』
下
、
八
O
頁
お
よ
び
、
そ
の
註
六
五
〉
)
。
現
在
、
見
慮
寺
に
は
石
造
毘
慮
舎
那
仏
坐
像
と
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
伝
来
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
華
厳
宗
と
禅
宗
を
関
連
、
、
つ
け
る
重
要
な
資
料
と
い
え
る
(文
明
大
「
毘
慮
寺
石
造
見
慮
阿
弥
陀
二
仏
像
、
判
考
察
」
『
考
古
美
術
』
一
三
六
・
二
二
七
一
九
七
八
年
、
二
一
六
1
一
三
三
頁
参
照
)
。
(幻
)
『
高
麗
史
』
世
家
一
・
太
祖
十
年
九
月
。
(お
)
こ
う
し
た
観
点
か
ら
見
る
と
、
後
三
国
分
立
期
の
高
麗
や
後
百
済
地
域
の
文
化
が
強
い
て
新
羅
地
域
と
区
別
さ
れ
る
理
由
は
な
く
、
新
羅
下
代
と
い
う
一
つ
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
32 31 
開
泰
寺
石
造
三
尊
仏
立
像
の
研
究
チ
ル
グ
ム
ド
ノ
キ
ヨ
ヒ
ヨ
ン
チ
ヨ
ン
(却
)
忠
州
市
漆
琴
洞
で
南
漢
江
と
合
流
す
る
校
幌
川
が
、
一
八
七
二
年
刊
行
の
『
忠
州
牧
地
図
』
で
は
塩
海
川
、
そ
の
周
辺
の
平
地
が
塩
海
平
と
記
さ
れ
て
お
り
、
塩
と
関
連
す
る
施
設
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
(
註
犯
の
徐
栄
一
前
掲
書
、
二一
四
頁
)
。
(ω
)
忠
州
が
特
別
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
金
書
泰
は
忠
州
と
境
を
接
す
る
清
州
の
豪
族
勢
力
の
牽
制
を
あ
げ
て
い
る
(
金
書
泰
「
高
麗
初
忠
州
地
域
斗
豪
族
l
忠
州
劉
氏
暑
中
心
o
一
豆
」
『
忠
清
文
化
研
究
』
一
韓
南
大
学
校
忠
清
文
化
研
究
所
、
一
九
八
九
年
、
一
九
頁
)
。
(引
)
玄
障
が
住
職
で
あ
っ
た
問
、
浄
土
寺
は
か
な
り
の
隆
盛
を
見
た
。
当
時
の
人
々
が
こ
の
禅
門
に
出
入
り
し
な
い
こ
と
を
大
き
な
恥
と
思
う
ほ
ど
で
、
「
朝
廷
の
士
類
が
命
を
帯
び
、
仲
原
府
を
目
指
す
者
が
年
に
数
千
に
も
な
っ
た
」
と
い
う
(
「
浄
土
寺
法
鏡
大
師
慈
燈
塔
碑
」
〈
註
却
の
前
掲
『
訳
註
羅
末
麗
初
金
石
文
」
上
、
一
四
九
1
一
五
六
頁
。
註
お
の
前
掲
『
訳
註
羅
末
麗
初
金
石
文
』
下
六
七
・
一
七
O
頁
〉)。
(必
)
こ
の
婚
姻
は
、
朴
英
規
が
高
麗
に
帰
服
し
た
太
祖
十
九
年
(九
三
六
)
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
(
『
高
麗
史
』
巻
八
八
・
后
妃
。
鄭
容
淑
「
王
室
族
内
婚
斗
成
立
過
程
」
『
高
麗
王
室
族
内
婚
研
究
』
一
九
八
八
年
、
七
九
頁
参
照
)
。
(必
)
『
高
麗
史
』
巻
九
十
一
・
公
主
。
註
ωの
金
書
泰
前
掲
論
文
、
二
四
頁
。
(
叫
)
察
尚
植
「
浄
土
寺
祉
法
鏡
大
師
碑
陰
記
、
判
分
析
l
高
麗
初
地
方
社
会
斗
禅
門
司
構
造
斗
社
司
L
許
叶
」
『
韓
国
史
研
究
』
一
六
一
九
八
二
年
、
四
一
、
四
八
頁
。
(必
)
「
崇
巌
山
聖
住
寺
史
蹟
碑
」
『
悌
教
美
術
』
二
東
国
大
学
校
博
物
館
、
一
九
七
四
、
三
四
頁
。
(必
)
太
祖
九
年
(九
二
六
)
に
神
明
皇
后
が
光
宗
を
身
ご
も
っ
た
と
き
、
太
祖
が
華
厳
僧
・
坦
文
に
祈
祷
を
付
託
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
華
厳
宗
と
の
関
係
も
深
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
(「普
願
寺
法
印
園
師
賓
乗
塔
碑
」
〈
註
却
の
前
掲
『
訳
註
羅
末
麗
初
金
石
文
』
上
二
二
三
1
二
三
二
頁
。
註
お
の
前
掲
『
訳
註
羅
末
麗
初
金
石
文
』
下
回
O
四
1
四
O
五
頁
〉
)
。
ヒ
ヨ
ン
ギ
(
U
)
韓
国
歴
史
研
究
会
「
菩
提
寺
大
鏡
大
師
玄
機
塔
碑
」
(
註
お
の
『
訳
註
羅
末
麗
初
金
石
文
」
下
、
六
七
頁
。
註
却
の
前
掲
『
朝
鮮
金
石
線
覧
』
上
二
二
四
頁
)。
(
必
)
韓
国
歴
史
研
究
会
「
畳
淵
寺
通
一
大
師
塔
碑
」
(
註
灯
の
前
掲
書
、
三
二
七
頁
お
よ
び
註
初
参
コ
ダ
ル
ウ
ォ
ン
ウ
ォ
ン
ジ
ョ
ン
ヘ
ジ
ン
照
)
。
し
か
し
、
の
戸
依
が
高
達
院
元
宗
大
師
恵
異
塔
碑
に
見
え
る
石
匠
仰
乙
希
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
人
の
匠
人
が
擁
此
と
忠
州
で
仕
事
を
し
た
こ
と
に
な
り
、
時
期
的
に
は
十
七
年
か
ら
十
九
年
の
聞
き
が
生
じ
る
。
(ω
)
金
恵
腕
「
普
願
寺
鉄
仏
斗
造
像
|
高
麗
初
原
州
鉄
仏
斗
、
若
君
、
計
吋
」
『
史
林
』
一
四
首
善
史
学
会
、
二
0
0
0
年
秋
、
一
O
頁
。
(印
)
脇
島
淵
寺
、
桐
華
寺
、
毘
慮
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
石
造
見
慮
舎
那
仏
坐
像
の
共
通
点
の
う
ち
、
と
く
に
こ
れ
ら
の
像
の
台
座
の
八
角
中
台
石
の
七
面
に
獅
子
が
彫
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
七
獅
子
177 
四
美
研
;¥ 
c:l 
す
'7'c 
プし
五
f市j
蓮
華
台
座
」
に
坐
す
る
毘
慮
舎
那
仏
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
(朴
亨
園
「
ヴ
ァ
イ
ロ
l
チ
ヤ
ナ
仏
の
図
像
学
的
研
究
』
法
蔵
館
、
二
O
O
二
年
、
参
照
)。
獅
子
座
に
坐
す
毘
慮
舎
那
仏
坐
像
、
ル
ヤ
ン
チ
ヨ
ン
ホ
ア
ン
サ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
は
、
密
陽
オ
ル
ム
ゴ
ル
(
氷
谷
)
天
皇
寺
石
造
毘
慮
舎
那
仏
坐
像
が
あ
る
(文
明
大
「
密
陽
営
o
一
ロ
吾
天
皇
寺
獅
子
座
石
仏
坐
像
略
考
」
『
講
座
美
術
史
』
六
韓
国
美
術
史
研
究
所
、
一
九
九
四
年
、
五
一
1
五
六
頁
参
照
)。
(日
)
こ
う
し
た
様
々
な
地
域
の
匠
人
た
ち
の
中
に
は
、
国
家
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
く
光
宗
代
頃
か
ら
「
園
工
」
の
地
位
を
持
っ
て
活
動
す
る
者
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。
光
宗
代
の
高
達
院
元
宗
大
師
チ
ャ
ン
ユ
燦
幽
の
碑
(九
七
五
年
銘
)
お
よ
び
普
願
寺
法
印
園
師
坦
文
の
碑
(
九
七
八
年
銘
)
で
は
、
す
で
に
「
園
工
」
の
語
を
用
い
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
(韓
国
歴
史
研
究
会
編
「
高
達
院
元
宗
大
師
恵
異
塔
碑
」
〈
註
却
の
前
掲
『
訳
註
羅
末
麗
初
金
石
文
』
上
二
O
七
1
一二
五
頁
〉)。
チ
ジ
ユ
ン
ト
ホ
ン
(臼
)
仏
像
を
つ
く
り
、
寺
院
を
禅
補
・
鎮
守
し
た
例
で
は
、
智
語
大
師
道
憲
(八
二
四
1
八
八
二
)
が
賢
渓
山
安
楽
寺
に
丈
六
鉄
造
如
来
像
を
つ
く
り
寺
院
を
鎮
守
し
た
と
い
う
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
(註
却
の
『
訳
註
羅
末
麗
初
金
石
文
』
上
八
八
1
九
七
頁
。
「
聞
慶
鳳
巌
寺
智
誼
大
師
寂
照
塔
碑
文
」
。
李
智
冠
『
歴
代
高
僧
碑
文
』
新
羅
篇
ソ
ウ
ル
・
伽
山
文
庫
、
一
九
九
四
年、
二
八
七
頁
・
一三
八
頁
参
照
)。
(日
)
後
代
の
資
料
で
あ
る
が
、
「
直
指
寺
寺
蹟
碑
」
に
は
、
能
如
大
師
が
王
建
の
仁
洞
の
戦
い
を
神
通
力
で
助
け
、
敵
を
う
ち
倒
す
時
機
を
教
え
た
の
で
、
太
祖
が
後
三
国
統
一
の
の
ち
に
土
田
財
宝
を
下
賜
し
て
思
に
報
い
、
こ
の
地
に
大
き
な
伽
藍
を
建
て
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
(越
宗
「
直
指
寺
寺
蹟
碑
」
〈
註
却
の
前
掲
『
朝
鮮
金
石
線
覧
』
下
九
六
O
頁
。
註
5
の
韓
其
決
前
掲
書
、
三
一
頁
)。
(弘
)
羅
末
麗
初
に
お
け
る
偏
担
右
肩
の
着
衣
は
、
主
に
如
来
坐
像
に
多
く
見
ら
れ
、
立
像
の
例
は
数
体
の
摩
崖
仏
が
遺
る
程
度
で
非
常
に
稀
で
あ
る
。
羅
末
麗
初
の
偏
担
右
肩
の
如
来
立
像
と
し
て
は
、
ナ
ム
サ
ノ
サ
ム
ル
ン
ゲ
ナ
ム
ウ
オ
ン
ス
ジ
イ
チ
ヨ
ン
南
山
・
三
陵
渓
摩
崖
仏
、
南
原
・
水
旨
面
摩
崖
仏
や
、
時
代
が
や
や
降
る
例
と
し
て
利
川
・
映
月
庵
摩
崖
仏
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
(
日
)
問
。
仏
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三
九
頁
お
よ
び
図
ロ
。
(日
)
貞
明
四
年
(九
一
八
)
に
西
天
佐
一国
の
三
蔵
鉢
但
羅
が
摩
伽
陀
国
か
ら
益
州
(
易
)
に
た
ど
り
着
き
、
天
福
六
年
(九
四
こ
に
は
迦
葉
弥
陀
国
僧
睦
哩
が
仏
牙
を
持
っ
て
海
を
渡
っ
て
き
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
ま
た
、
五
代
に
イ
ン
ド
僧
知
亨
が
泉
州
開
元
寺
に
止
住
し
た
と
伝
え
る
(「
仏
祖
統
紀
』
四
二。
牧
田
諦
亮
「
五
代
宗
教
史
研
究
』
平
楽
寺
書
底
、
一
九
七
一
年、
二
六
・
八
七
頁
。
「
冊
府
元
亀
』
五
二。
『
旧
五
代
史
』
七
九
。
李
松
蘭
「
中
国
泉
州
開
元
寺
、
判
印
度
式
双
柱
斗
叫
安
吾
貿
易
」
『
美
術
史
研
究
」
一
六
ソ
ウ
ル
・
弘
益
大
学
校
、
二
O
O
二
年
、
四
八
O
頁
)。
四
四
ホ
ン
ギ
ヨ
ン
(幻
)
太
祖
十
一
年
(九
二
八
)
に
洪
慶
が
間
よ
り
大
蔵
経
を
持
ち
帰
り
、
さ
ら
に
ま
た
、
王
建
は
閏
へ
使
臣
を
送
っ
て
大
蔵
経
の
真
本
を
求
め
た
。
し
か
し
、
兵
火
に
あ
っ
て
焼
け
て
し
ま
っ
た
の
ポ
ヨ
か
開
泰
寺
創
建
事
業
の
始
ま
る
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
太
祖
十
八
年
(九
三
五
)
に
は
普
耀
禅
師
が
中
国
呉
越
よ
り
大
蔵
経
を
持
っ
て
き
た
と
い
う
。
か
の
普
耀
禅
師
は
中
国
へ
戻
る
と
き
に
波
が
ひ
ど
く
な
り
、
九
死
に
一
生
を
得
た
と
い
う
記
事
が
伝
わ
っ
て
い
る
(
『
高
麗
史
』
世
家
巻
一
・
太
祖
十
一
年
八
月
条
。
「三
園
遺
事
』
巻
三
・
前
後
所
将
舎
利
条
。
「
聞
慶
鳳
巌
寺
静
虞
大
師
園
悟
塔
碑
文
」
(九
六
五
年
銘
)
。
註
臼
の
李
智
冠
前
掲
書
、
四
五
一
頁
参
照
)。
(日
)
八
九
一
年
に
入
唐
し
た
迫
微
は
九
O
五
年
に
呉
越
よ
り
帰
国
し
た
。
ま
た
利
厳
は
八
九
六
年
に
銭
塘
(呉
越
)
へ
行
く
船
に
便
乗
し
て
中
国
へ
渡
り
、
も
れ
な
く
善
知
識
を
参
訪
し
、
呉
(
江
蘇
省
)
と
漢
(広
東
省
)
を
遊
歴
し
た
の
ち
帰
国
し
た
。
九
O
六
年
に
入
唐
し
た
玄
障
は
天
台
山
(
呉
越
)
を
巡
礼
し
、
湖
南
と
萄
(
四
川
)
地
域
に
ま
で
入
っ
た
の
ち
帰
国
し
て
い
る
〔
崖
彦
橋
撰
「
唐
津
無
鴬
寺
先
賢
大
師
遍
光
塔
碑
文
」
〈
九
四
六
年
銘
〉
(
註
臼
の
李
智
冠
前
掲
書
、
三
二
五
1
三
二
七
頁
)。
同
撰
「
海
州
康
照
寺
異
激
大
師
賓
月
乗
空
塔
碑
文
」
〈
九
三
七
年
銘
〉
(
『
同
書
』
三
二
1
三
四
頁
)
。
同
撰
「
忠
州
浄
土
寺
法
鏡
大
師
慈
燈
塔
碑
文
」
〈
九
四
三
年
銘
〉
(
「
同
書
』
二
三
五
1
二
三
七
頁
)
〕。
(日
)
高
麗
太
祖
十
二
年
(
九
二
八
)
に
イ
ン
ド
僧
摩
眼
羅
が
入
国
し
、
ま
た
太
祖
二
十
一
年
(九
三
八
)
に
は
摩
掲
陀
国
大
法
輪
菩
提
寺
の
弘
党
大
師
(室
哩
縛
日
羅
)
が
入
国
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
イ
ン
ド
の
仏
像
が
直
接
伝
来
し
た
可
能
性
を
強
く
示
唆
す
る
。
(ω
)
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
崖
聖
銀
重
厳
寺
西
五
層
石
塔
出
土
青
銅
製
仏
像
E
一
豆
沼
)叫
叫
を
考
察
」
『
講
座
美
術
史
』
一
五
韓
国
美
術
史
研
究
所
、
二
O
O
二
年
十
二
月、
三
三
よ
二
九
頁
を
参
照
。
(日
)
註
2
の
文
明
大
前
掲
論
文
、
一
O
頁
参
照
。
(臼
)
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
一
部
の
報
告
書
で
は
阿
弥
陀
仏
と
さ
れ
て
い
る
(註
2
の
前
掲
『
開
泰
寺
社
』
二
六
一
1
二
六
四
頁
参
照
)。
(臼
)
現
在
我
々
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
漢
訳
『
華
厳
経
(大
方
贋
悌
華
厳
経
)
」
に
は
四
十
巻
本
、
六
十
巻
本
、
八
十
巻
本
の
三
種
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
唐
代
に
般
若
が
訳
し
た
四
十
巻
本
は
完
訳
本
で
は
な
く
、
善
財
童
子
の
求
道
行
を
描
写
し
た
「
入
法
界
品
」
の
み
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
完
訳
本
は
六
十
巻
本
と
八
十
巻
本
で
あ
る
が
、
六
十
巻
本
は
仏
駄
政
陀
羅
(
回
豆
手
与
与
え
E
)
が
訳
し
た
も
の
で
(六
十
巻
本
の
三
十
四
品
)
、
「
晋
本
」
・
「
旧
訳
」
・
「
六
十
華
厳
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
八
十
巻
本
は
、
唐
の
六
九
八
年
に
実
叉
難
陀
が
義
浄
、
菩
提
流
支
と
と
も
に
訳
し
、
「
唐
本
」
・
「
新
訳
」
・
「
八
十
華
厳
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
韓
国
に
は
七
O
O
年
頃
に
流
入
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
旧
訳
の
六
十
華
厳
で
は
「
〈
μ
R
O
B
E
∞
豆
仏
「
と
を
「慮
舎
那
」
と
音
訳
す
る
が
、
新
訳
の
八
十
華
厳
で
は
「
毘
虚
舎
那
(毘
慮
遮
那
ご
と
し
て
お
り
、
三
178 
和
寺
鉄
造
知
来
像
の
よ
う
に
一
部
の
毘
慮
舎
那
仏
の
銘
文
に
は
「
慮
舎
那
」
と
表
記
す
る
も
の
も
あ
る
。
(似
)
こ
の
像
は
銘
文
に
「
雇
舎
那
仏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
名
称
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
本
稿
で
は
見
慮
舎
那
仏
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
本
像
の
銘
文
解
釈
に
つ
い
て
は
黄
書
永
「
三
和
寺
新
羅
鉄
仏
坐
像
、
判
背
刻
銘
記
」
『
韓
国
文
化
遺
産
司
位
相
再
考
」
東
海
市
・
東
海
文
化
院
、
一
九
九
七
年
、
一
九
1
二
四
頁
、
金
昌
鏑
・
韓
其
決
「
東
海
市
三
和
寺
鉄
仏
坐
像
、
判
再
検
討
」
『
講
座
美
術
史
』
一
一
一
一
九
九
三
年、
一
八
一
1
一
九
四
頁
、
お
よ
び
、
文
明
大
「
元
暁
系
華
厳
宗
本
尊
仏
問
題
斗
三
和
寺
鉄
慮
舎
那
仏
像
叫
研
究
」
『
美
術
史
研
究
』
二
三
六
韓
国
美
術
史
学
会
、
二
O
O
三
年
十
二
月
、
六
九
1
九
六
頁
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
、
文
明
大
教
授
は
、
賓
林
寺
鉄
造
毘
庫
舎
那
仏
を
は
じ
め
新
羅
下
代
の
毘
慮
舎
那
仏
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
ウ
イ
サ
ン
義
湘
系
華
厳
宗
や
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
禅
宗
系
寺
院
な
ど
が
智
拳
印
毘
慮
舎
那
仏
を
奉
安
し
た
の
と
は
異
な
り
、
三
和
寺
像
は
施
無
畏
・
与
願
印
を
結
ぶ
点
に
着
目
し
、
三
和
寺
が
元
暁
系
華
厳
宗
寺
院
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
施
無
畏
・
与
願
印
の
慮
舎
那
仏
が
元
暁
系
華
厳
宗
寺
院
の
主
尊
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
(日
)
『
新
増
東
園
輿
地
勝
覧
』
「
三
砂
都
護
府
仏
宇
」
条
。
(侃
)
智
拳
印
は
本
来
、
密
教
の
主
尊
で
あ
る
摩
詞
毘
慮
舎
那
の
手
印
で
あ
り
、
こ
れ
を
華
厳
の
毘
慮
舎
那
仏
に
も
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
文
明
大
「
韓
国
華
厳
宗
美
術
4
展
開
」
「
韓
圏
華
巌
思
想
研
究
』
ソ
ウ
ル
・
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
八
二
年
十
月
、
三
一
二
二
Et--
三
三
二
頁
(『
韓
圏
、
判
偶
像
彫
刻
二
・
統
一
新
羅
悌
教
彫
刻
史
研
究
上
』
芸
耕
、
二
O
O
三
年、
一
五
七
1
一
六
五
頁
に
再
録
)
、
同
「
毘
慮
遮
那
仏
司
造
形
斗
ユ
仏
身
観
4
研
究
」
『
李
基
白
先
生
古
稀
記
念
韓
園
史
皐
論
叢
』
上
一
九
九
四
年
十
月
、
四
七
六
1
五
O
二
頁
(前
掲
同
書
一
六
六
1
一
八
四
頁
に
再
録
)
を
参
照
。
ホ
ア
ン
リ
ヨ
ン
サ
(印
)
金
福
順
は
新
羅
下
代
華
厳
宗
を
大
き
く
義
湘
系
と
皇
龍
寺
系
に
分
け
、
義
湘
系
を
さ
ら
に
浮
プ
ン
ホ
ア
ン
サ
石
寺
系
、
表
訓
系
、
海
印
寺
系
に
分
け
て
い
る
。
皇
龍
寺
系
は
非
義
湘
系
、
芽
皇
寺
系
と
も
呼
ヨ
ン
ギ
ぶ
が
、
こ
れ
ら
は
す
な
わ
ち
縁
起
系
を
意
味
す
る
(
金
福
順
『
新
羅
華
巌
宗
研
究
』
ソ
ウ
ル
・
民
族
社
、
一
九
九
O
年
、
九
九
1
一
二
五
頁
。
金
相
鉱
「
新
羅
華
厳
学
僧
斗
系
譜
斗
ユ
活
動
」
『
新
羅
文
化
』
一
東
国
大
学
校
新
羅
文
化
研
究
所
、
一
九
八
四
年
、
七
回
i
七
六
頁
参
照
)
。
(侃
)
説
話
的
な
話
で
は
あ
る
が
、
希
朗
和
尚
は
太
祖
王
建
が
百
済
の
月
光
王
子
と
争
っ
た
と
き
、
勇
敵
大
軍
(夜
叉
王
)
を
送
っ
て
助
け
た
と
い
う
(
「
伽
耶
山
海
印
寺
古
墳
」
『
朝
鮮
寺
利
史
料
』
上
四
九
五
頁
。
李
智
冠
編
著
『
伽
耶
山
海
印
寺
誌
」
伽
山
文
庫
、
五
六
三
頁
)
。
ま
た
「
興
寧
寺
澄
暁
大
師
碑
」
に
あ
ら
わ
れ
た
「
興
寧
寺
寺
院
主
希
朗
長
老
」
が
海
印
寺
の
希
朗
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
恵
宗
元
年
(九
四
回
)
ま
で
生
存
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
海
印
寺
に
は
希
朗
祖
師
の
木
造
肖
像
彫
刻
が
伝
来
す
る
開
泰
寺
石
造
三
尊
仏
立
像
の
研
究
が
、
優
れ
た
高
麗
初
期
彫
刻
で
、
当
時
の
希
朗
祖
師
の
高
い
地
位
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
る
像
で
あ
る
(
韓
国
歴
史
研
究
会
編
「
興
寧
寺
澄
暁
大
師
賓
印
塔
碑
」
〈
註
犯
の
前
掲
『
訳
註
羅
末
麗
初
金
石
文
』
下
二
二
四
頁
〉。
文
明
大
「
海
印
寺
木
造
希
朗
祖
師
真
影
〈
肖
像
彫
刻
V
4
考
察
」
『
考
古
美
術
』
二
二
八
・
二
二
九
韓
国
美
術
史
学
会
、
一
九
七
八
年
、
二
0
1
二
七
頁
。
崖
源
植
「
新
羅
下
代
司
海
印
寺
斗
華
厳
宗
」
『
韓
園
史
研
究
』
四
九
一
九
八
五
年
、
仏
教
史
学
会
編
『
韓
園
華
巌
思
想
史
研
究
』
ソ
ウ
ル
・
民
族
社
、
一
九
八
八
年
、
一
六
一
1
一
六
四
頁
所
収
)。
(ω
)
海
印
寺
系
は
義
湘
系
華
厳
の
実
践
的
性
格
と
、
澄
観
の
禅
を
内
包
し
た
実
践
的
華
厳
思
想
を
融
合
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
(
註
U
の
金
福
順
前
掲
書
、
一
O
一
・
一
O
七
・
一
三
六
頁
参
(初
)
黄
書
永
編
著
『
韓
園
金
石
遺
文
』
ソ
ウ
ル
・
一
志
社
、
一
九
七
六
年
、
一
七
二
頁
。
『
仏
舎
利
荘
厳
』
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
、
一
九
九
一
年
、
五
九
頁
左
下
。
(九
)
「
唐
大
和
上
東
征
伝
」
『
大
正
新
情
大
蔵
経
』
五
一
巻
・
九
九
一
C
、
松
本
紘
一
木
一
『
散
憧
画
の
研
究
』
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
一
九
三
七
年
、
一
九
四
頁
。
(η)
註
九
の
松
本
栄
一
前
掲
書
、
図
版
六
三
a
、
六
三
b
、
六
回
a
、
六
五
参
照
。
(乃
)
「
七
処
九
会
華
厳
経
変
相
図
」
に
つ
い
て
は
註
九
の
松
本
栄
一
前
掲
書
の
一
八
九
1
一
九
五
頁
、
文
明
大
『
韓
園
叫
仏
画
』
悦
話
堂
、
一
九
七
七
年
、
五
八
i
六
二
頁
、
石
田
尚
豊
『
華
厳
経
絵
(
日
本
の
美
術
二
七
O
)』
至
文
堂
、
一
九
八
八
年
、
二一
1
二
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(九
)
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
大
美
術
展
』
東
京
都
美
術
館
、
一
九
九
六
年
、
二
O
七
1
二
O
八
頁
の
図
版
二
二
O
。
こ
の
よ
う
に
華
厳
経
変
相
図
は
幅
が
二
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
の
で
、
中
国
か
ら
持
ち
運
ぶ
の
に
問
題
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
(万
)
註
侃
の
崖
源
植
前
掲
論
文
。
ン
ム
ポ
7
サ
オ
デ
サ
ノ
ウ
オ
ル
(沌
)
と
く
に
現
在
、
開
泰
寺
に
伝
わ
る
石
造
供
養
菩
薩
像
は
、
江
陵
・
一
岬
幅
寺
跡
や
五
台
山
・
月
チ
ヨ
ン
サ
精
寺
の
石
塔
前
に
置
か
れ
た
供
養
像
と
同
様
の
形
式
で
あ
る
。
こ
う
し
た
像
が
開
泰
寺
お
よ
び
堀
山
禅
門
が
興
っ
た
江
陵
(
漠
州
)
地
域
に
の
み
見
ら
れ
る
の
は
興
味
深
い
。
開
泰
寺
供
養
菩
薩
像
に
つ
い
て
は
、
崖
聖
銀
「
高
麗
初
期
漠
州
地
方
石
造
菩
薩
像
寸
叫
せ
研
究
」
『
悌
教
美
術
』
五
ソ
ウ
ル
・
東
国
大
学
校
博
物
館
、
一
九
八
O
年
、
六
六
頁
お
よ
び
図
七
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(韓
国
・
徳
成
女
子
大
学
校
)
訳
者
補
註
(1
)
高
麗
太
祖
(
八
七
七
1
九
四
三
)
。
松
山
獄
(
開
京
)
の
人
。
後
高
句
麗
王
の
弓
商
(
補
註
凶
)
に
仕
え
た
が
、
後
に
王
位
を
奪
っ
て
高
麗
王
と
な
り
、
鼎
立
し
て
い
た
後
三
国
(
新
羅
・
後
百
済
・
高
麗
)
を
統
一
し
た
。
崇
仏
政
策
を
と
り
、
図
識
を
重
視
し
て
寺
院
建
立
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
ま
た
新
羅
の
文
化
を
継
承
す
る
一
方
、
高
句
麗
の
故
地
の
回
復
に
つ
と
め
た
。
(2
)
後
百
済
王
・
瓢
菅
一
(
補
註
叩
)
の
息
子
。
父
王
を
幽
閉
し
て
王
位
を
奪
っ
た
が
、
王
建
の
高
麗
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四
五
美
神T
Ji、
五
仁コ
す
研
究
軍
に
破
れ
た
。
(
3
)
こ
こ
で
は
仏
殿
な
ど
で
執
り
行
う
儀
式
、
法
要
、
法
事
を
い
う
。
(
4
)
金
堂
の
こ
と
を
い
う
。
(
5
)
仏
像
の
制
作
に
携
わ
っ
た
工
人
を
い
う
。
(
6
)
既
存
寺
院
の
修
築
や
改
造
を
意
味
す
る
「
重
修
」
、
さ
ら
に
は
、
も
と
の
寺
院
が
廃
寺
と
な
っ
た
後
に
、
そ
の
寺
院
の
名
跡
を
受
け
継
い
で
新
た
に
堂
塔
を
建
立
し
寺
院
を
興
す
こ
と
を
い
う
。
(7
)
風
水
思
想
に
基
づ
き
、
地
脈
を
回
復
し
て
風
水
上
の
悪
地
を
補
完
す
る
た
め
に
建
て
た
寺
院
を
ぃ、っ。
(
8
)
寺
院
の
建
立
事
業
の
総
称
を
い
い
、
堂
塔
の
建
設
や
仏
像
の
制
作
を
含
む
。
(
9
)
高
僧
の
事
績
を
記
し
た
石
造
碑
。
(叩
)
後
百
済
王
(
在
位
八
九
二
1
九
三
五
)
。
新
羅
に
反
乱
を
起
こ
し
、
後
百
済
を
建
国
。
後
に
息
子
に
王
位
を
追
わ
れ
、
高
麗
に
投
降
し
た
。
(
日
)
韓
国
に
お
け
る
真
言
密
教
の
宗
派
の
称
。
(ロ
)
禅
宗
に
対
す
る
教
学
的
な
宗
派
の
総
称
。
(日
)
神
将
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
守
護
神
の
諸
尊
を
い
う
。
(
比
)
弓
脊
の
建
て
た
国
名
で
、
後
に
高
麗
と
改
称
し
た
。
(日
)
京
畿
道
・
江
原
道
お
よ
び
忠
清
北
道
北
部
を
含
む
地
域
。
高
麗
王
朝
の
主
要
な
支
配
地
域
で
あ
っ
た
。
(
凶
)
後
高
句
麗
王
(
?
i
九
一
八
)
。
新
羅
王
族
な
が
ら
反
乱
に
加
わ
り
、
八
九
四
年
に
後
高
句
麗
を
建
て
た
が
、
暴
虐
な
振
る
舞
い
に
よ
り
人
心
を
失
い
、
部
下
の
王
建
に
倒
さ
れ
た
。
(
口
)
新
羅
末
の
九
山
禅
門
の
ひ
と
つ
。
九
山
禅
門
は
他
に
迦
智
山
派
・
実
相
山
派
・
蟻
陽
山
派
・
桐
裏
山
派
・
鳳
林
山
派
・
閣
堀
山
派
・
師
子
山
派
・
須
弥
山
派
が
あ
る
。
(
日
)
忠
州
の
別
名
。
(山口
)
韓
国
史
に
お
け
る
時
代
区
分
で
、
統
一
新
羅
時
代
の
九
世
紀
以
降
を
い
う
。
お
お
よ
そ
新
羅
上
代
は
建
国
か
ら
統
一
ま
で
(
い
わ
ゆ
る
古
新
羅
)
、
中
代
は
統
一
新
羅
の
八
世
紀
ま
で
を
指
す
。
(
初
)
新
羅
の
文
人
・
官
僚
(
八
五
七
1
?
)
。
少
年
期
よ
り
入
唐
し
科
挙
に
合
格
し
、
唐
で
役
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
帰
国
後
は
新
羅
に
仕
え
、
晩
年
は
海
印
寺
に
隠
棲
し
た
。
*
原
著
崖
銀
聖
「
開
泰
寺
石
遺
三
曾
倒
立
像
研
究
什
豆
o
t
統
一
王
朝
高
麗
司
出
現
斗
悌
教
彫
刻
」
『
美
術
史
論
壇
』
第
一
六
・
一
七
競
韓
園
美
術
研
究
所
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